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四
月
八
日
、
細
川
首
相
は
、

本
年
度
予
算
審
議
の
渋
滞

を
も
た
ら
し
た

一
連
の
不

祥
事
に
つ
い
て
の
政
治
崚

道
義
的
責
任
を
取
る
か
た

ち
で
臨
時
間
議
に
お
い
て

辞
意
を
表
明
し
た
。
佐
川
急
便
か
ら
の

一
億
円
借
入
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
の
購
入
間

題
に
つ
い
て
再
々
の
説
明
、
資
料
提
出

に
も
か
か
わ
ら
ず
野
党

（自
民
党
、
共

産
党
な
ど
）
が
納
得
せ
ず
、
関
係
者
の

証
人
喚
問
や
参
考
人
招
致
を
求
め
て
お

り
、
さ
ら
に
資
金
運
用
問
題

（
昭
和
五

十
六
年
頃
か
ら
数

，年
間
に
わ
た
る
）
が

判
明
し
た
た
め
辞
意
を
決
意
し
た
よ
う

だ
。細

川
氏
か
ら
国
会

へ
提
出
さ
れ
た
佐

川
急
便
か
ら
の
領
収
書
に
は
、
発
行
会

社
名
も
、
領
収
印
な
ど
が
な
く
、
し
か

も
、　
一
、
〇
〇
〇
万
円
の
が

一
枚
し
か

な
く
、
疑
問
点
の
解
明
に
は
不
十
分
で

あ

っ
た
。

金
丸
事
件
は
、
所
得
税
の
脱
税
事
件

と
し
て
東
京
地
裁
で
審
理
さ
れ

て
い

Ｚり
。わ

が
国
の
政
界
で
重
き
を
な
す
者

が
、
次
々
と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
引

き
起
こ
す
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る

し
、
多
数
の
善
良
な
納
税
者
の
こ
と
を

思
う
と
漸
愧
の
念
に
耐
え
な
い
。

国
会
議
員
に
は
、
国
費
に
よ

っ
て
秘
書

ま
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
事

業
者
並
の
記
帳
義
務
と
証
憑
の
保
存
義

務
を
課
す
の
が
至
当
で
あ
る
。



市

民

講

師

を

終

え

て

Ｈ
四
年
に

「
三
商
会
計
人
会
」
が
発

足
し
、
は
か
ら
ず
も
私
は
、
母
校
、
三

商
の

「
市
民
講
師
」
に
な
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
、
Ｈ
五

年
度
、
そ
の
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
そ
の
旨
の
報
告
と
、
「
市

民
講
師
」
を
さ
せ
て
頂
い
た
感
想
等
を

以
下
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
市
民
講
師
の
き

っ
か
け

当
会
計
人
会
の
事
務
局
を

一
手
に
担

っ
て
お
ら
れ
る
宮
川
先
生
か
ら
、
Ｈ
四

年
、　
一
通
の
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
早

大
の
片
山
教
授
等
の
推
薦
で
、
母
校
の

市
民
講
師
依
頼
の
お
た
よ
り
で
し
た
。

又
、
好
川
会
長
、
石
田
、
高
木
副
会
長

か
ら
も
、
大
変
、
丁
重
な
激
励
の
お
手

紙
を
頂
き
、
恐
縮
し
た
次
第
で
す
。

軽
い
気
持
ち
で
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ

は
、
し

っ
か
り
や
ら
ね
ば
…
…
と
思

っ

た
次
第
で
す
。

二
、
決
意
後
、
当
初
、
頭
に
え
が
い

た
こ
と

授
業
の
内
容
は
、
「
原
価
計
算
と
会
計

実
務
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
指
定
さ

れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
な
ら
、
私
よ
り
他

に
適
任
者
が
い
る
と
、
最
初
、
辞
退
し

た
の
で
す
が
、篠
塚
教
頭
先
生
は
じ
め
、

黒
葛
原
先
生
の
方
か
ら
、
「
実
務
の
話
し

で
あ
る
な
ら
ば
、
何
で
も
結
構
で
す
。
」

と
い
う
こ
と
で
引
受
け
た
次
第
。

三
〇
時
間
を
ど
う
し
よ
う
か
…
。

旧
人
類
で
あ
る
私
が
、
新
文
明
人
の
生

徒
に
”
し
や
べ
る
こ
と
ば
”
が
、
果
し

て
通
ず
る
の
か
…
い
ろ
い
ろ
悩
み
ま
し

た
が
、
と
り
あ
え
ず
前
半
の

一
五
時
間

は
、
「
原
価
計
算
と
実
務
」
を
、
そ
し
て
、

後
半
は
、
「
会
計
の
本
義
と
社
会
人
と
し

て
の
能
力
開
発
」
と
い
う
こ
と
で
、
大

枠
を
決
め
ま
し
た
。

特
に
、
後
半
の

「
会
計
の
本
義
」
に

つ
い
て
は
、
将
来
性
豊
か
な
生
徒
さ
ん

に
、
簿
記
、
会
計
を
”
技
術
論
”
と
し

て
の
理
解
で
な
く
、
そ
の
本
義
と
し
て

の
会
計
を
訴
え
た
か

っ
た
。

一
四
九
四
年
、
イ
タ
リ
ア
の
修
道
僧

で
あ

っ
た
ル
カ

・
パ
チ
ョ
ー
リ
が
、
ス

ン
マ

（数
学
大
全
あ
る
い
は
、
数
学
、

幾
可
、
、
比
お
よ
び
比
例
全
書
）
を
ま
と

め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
「
複
式
簿
記
」

の
原
理
が
ま
と
め
ら
れ
、
借
方
、
貸
方

の
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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会
計
の
原
理
は
、
借
方
、
貸
方
の
意

味
を
越
え
て
、
「
宇
宙
の
秩
序
」
を
導
く

も
の
で
あ
り
、
「
陰
陽
の
法
則
」
に
従

っ

て
、
「
聖
な
る
バ
ラ
ン
ス
」
が
会
計
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
又
、
本バ
計
の
発
達
は
、

時
代
の
必
要
性
に
応
じ
て
変
化
、
発
達

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
訴
え
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
、
社
会
人
と
し
て
の
、

能
力
開
発
は
、
ビ
デ
オ
を
使

っ
た
学
習

を
試
み
て
み
よ
う
と
思

っ
た
訳
で
あ

る
。
内
容
は
（
「
気
づ
き
と
挨
拶
」
、
「
早

起
き
と
生
活
管
理
」
、
「
報
告
、
連
絡
、

相
談
」
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
の
生
活

行
動
の
必
要
性
と
そ
の
重
要
度
を
理
解

と
同
時
に
、
ど
う
実
践
さ
せ
る
か
‥
で

あ

っ
た
。

職
業
専
門
家
に
な

っ
て
、
二
十
五
年

Ｍ
Ａ
Ｓ
を
主
要
業
務
に
し
て
い
る
私
に

と

っ
て
は
、
経
営
者
、
管
理
者
を
中
心

と
し
た

「
経
営
教
育
」
は
、
そ
れ
な
り

の
経
験
は
持

っ
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、

十
七
気
八
才
の
子
供
に
ど
う
接
す
る
か

不
安
だ

っ
た
。
講
義
の
前
日
、
私
は
息

子
達

（
二
十
二
才

・
二
十
才

・
十
五
才

い
ず
れ
も
男
子
）
を
集
め
、
ど
う
接
す

る
か
率
直
に
相
談
し
た
。
彼
等
の
私
に

対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
①
遅
刻
し
て

も
怒
ら
な
い
、
②
ね
む

っ
て
も
起
こ
さ

な
い
、
③
名
前
は
呼
ば
な
い
…
等
で
あ

っ
た
。

三
、
教
壇
に
立

っ
て
み
て

教
壇
に
立
つ
と
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

か
ら
、
「
規
律
、
気
を
つ
け
、
礼
」
に
始

ま
る
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
最
後
は
、
又

「
規
律
、
気
を
つ
け
、
礼
」
の
挨
拶
で
終

わ
る
授
業
は
、
新
鮮
だ

っ
た
。

生
徒
は
、
商
業
科
と
は
ち
が
う

「
会

計
科
」
の
メ
ン
バ
ー
、
約
二
十
五
人
。

授
業
は
、
選
択
科
目
で
あ
り
、
又
授
業

時
間
が
、
通
常
の
時
間
帯
で
は
な
く
、

夏
休
み
、
冬
休
み
の
時
間
及
び
、
土
曜

日
の
午
後
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
時

間
外
時
間
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私

に
と

っ
て
は
、
都
合
を
つ
け
や
す
か

っ

た
が
、
生
徒
達
に
と

っ
て
は
、
ち
ょ
っ

と
出
席
し
に
く
か

っ
た
か
な
と
思
う
。

授
業
は
、　
一
・臥
四
時
限
以
内
、　
一
時

限
は
、
五
〇
分
授
業
で
あ
る
。
実
務
で

は
、
九
〇
～

一
二
〇
分
単
位
が
多
い
か

ら
、
五
〇
分
授
業
は
、
「
さ
あ
、
こ
れ
か

ら
」
と
思
う
と
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
こ

の
時
間
は
、
コ
」
れ
を
や
る
」
と
い
っ
た

一
つ
の
テ
ー
マ
を
し

っ
か
り
決
め
て
か

か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た

わ
け
で
あ
る
。

原
価
計
算
の
実
習
に
入
る
前
に
、
私

は
、
生
徒
達
に
、
工
場
長
や
、
生
産
管

理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
対
象
と
し
た

「
原

価
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
で
使
用
す
る
教
材

で
、
原
価
計
算
の
テ
ス
ト
を
試
み
た
。

驚
く
な
か
れ
、
実
務
家
が
苦
戦
す
る
間

題
を
、
苦
も
な
く
解
答
す
る
の
で
あ
る
。

三
商
の
会
計
科
の
レ
ベ
ル
の
高

，さ
を

強
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
市
民
講
師
を
や

っ
て
学
ん
だ
こ

と市
民
講
師
を
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

第

一
は
、
生
徒
達
の
純
粋
で
、
真
面

目
な
態
度
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
最

後
の
授
業
終
了
後
に
、
全
員
か
ら

「
寄

せ
書
」
と
感
謝
の

「
花
束
」
を
頂
き
、

ま
さ
に
、
教
師
冥
利
を
体
験
さ
せ
て
頂

き
、
年
賀
状
も
沢
山
頂
き
ま
し
た
。
先

生
が

「
心
を
こ
め
て
生
徒

（
人
）
に
接

す
る
」
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

第
二
は
、
三
商
の
歴
史
の
重
さ
と
、

偉
大
な
先
輩
が
い
る
こ
と
を
認
識
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
学

校
関
係
者
な
ら
び
に
、
好
川
会
長
を
始

め
と
す
る
三
商
会
計
大
会
の
皆
様
に
、

厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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私
と
謡
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
六
年

に
三
商

へ
入
学
し
た
と
き
で
し
た
。

音
楽
の
時
間
は
、
喜
多
流
の
謡
曲
を

正
課
と
し
、
教
師
は
松
平
鉄
之
助
子
爵

で
、　
一
学
年
生
全
員
が
講
堂

へ
集

っ
て

松
平
先
生
が

一
句
謡
う
と
斉
唱
し
た
も

の
で
し
た
。
あ
る
と
き
は
、
水
道
橋
の

能
学
堂

へ
赴
き
、
喜
多
六
平
太
師
の
『
海

士
』
（珠
之
段
）
を
観
能
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
音
楽
に
謡
曲
を
す
る
こ
と

は
当
時
は
相
当
な
改
革
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

初
代
校
長
吉
沢
徹
先
生
は
、
少
年
教

育
の
理
想
に
燃
え
た
独
自
の
教
育
理
念

を
も

っ
て
、
生
徒
達
に
人
生
の
処
し
方

を
教
え
、
そ
の
風
貌
は
頬
か
ら
顎
に
か

け
て
髭
を
生
や
し
、
正
に
和
製
リ
ン
カ

ー
ン
で
し
た
。
「
リ
ト
ル
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン

た
れ
」
「
最
善
を
尽
く
せ
」
が
モ
ッ
ト
ー

で
英
語
は
相
当
高
度
の
も
の
を
学
習
し

卒
業
論
文
も
課
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三

商
初
期
の
生
徒
の
身
心
は
こ
の
偉
大
な

教
育
者
に
よ

っ
て
培
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
の
別
れ
の
曲
は

一
般
の
学
校

で
は

「
仰
げ
ば
尊
し
」
と

「
蛍
の
光
」

と
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
商
で
は

と

一謡

こ
れ
に
換
え
て
謡
曲

『
鉢
木
』
を
も

っ

て
し
ま
し
た
。

こ
の
曲
は
、
あ
る
旅
僧

（
実
は
時
の

執
権
最
明
寺
入
道
時
頼
）
が
廻
国
行
脚

の
折
、
信
濃
の
国
か
ら．
鎌
倉
に
上
る
途

中
、
上
野
国
群
馬
郡
佐
野
村
で
大
雪
に

あ
い
、
あ
る
家
に
宿
を
乞
う
た
。
貧
し

い
こ
の
家
の
夫
婦
は
粟
飯
で
も
て
な
し

ま
た
秘
蔵
の
鉢
の
木
、
梅
、
松
、
桜
を

も
焚
い
て
暖
を
と
ら
せ
た
。
こ
の
主
人

の
素
姓
は
、
佐
野
源
衛
門
尉
常
世
が
な

れ
の
果
で
あ

っ
た
。

卒
業
式
で
謡
う
場
面
は
、
翌
朝
、
引

留
め
る
夫
婦
に
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら

立
去
る
僧
と
の
間
答
の
と
こ
ろ
で
す
。

シ
テ
常
世
、
ツ
レ
妻
、
ワ
キ
旅
僧

ワ
キ

「
よ
し
や
身
の
。
か
く
て
は
果
て

じ
た
だ
頼
め
。
我
世
の
中
に
あ
ら
ん

程
。
又
こ
そ
参
り
候
は
め
暇
申
し

て
出
づ
る
な
り
」

シ
テ
ツ
レ

「
名
残
惜
し
の
御
事
や
。
は

じ
め
は

つ
つ
む
我
が
宿
の
。
さ
も
見

苦
し
く
候

へ
ど
暫
し
は
留
り
給

へ
や

ワ
キ

「
留
る
名
残
の
ま

ゝ
な
ら
ば
。
さ

て
幾
度
か
雪
の
日
の
」

シ
テ
ツ
レ

「
空
冴
え
寒
き
こ
の
暮
に
」

裂

長

石

田

五

郎

露

１

軍

）

税
理
士
会
支
部
の
新
年
会
で
は
ト
ッ

プ
で

「
高
砂
」
か

「
鶴
亀
」
を
謡
い
ま

す
。
親
戚

・
顧
問
先
の
結
婚
式
で
謡
う

こ
と
数
十
回
、
な
か
に
は
親
子
二
代
に

わ
た

っ
て
が
四
組
も
あ
り
、
曲
は

「
老

松
」
に
決
め
て
お
り
、
大
宴
会
場
で
も

マ
イ
ク
を
使
わ
ず
朗
々
と
謡
い
あ
げ
ま

す
。
千
代
に
八
千
代
に

・
鶴
亀

・
松
竹

等
目
出
度
い
字
句
が
並
べ
ら
れ
頗
る
喜

ば
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
築
祝
い
に

は

「
鶴
亀
」
、
成
人
式
に
は
「
鳥
帽
子
折
」

法
事
に
は

「
誓
願
寺
」
「
隅
田
川
Ｌ
融
」

が
相
応
し
い
。

春
は

「
鞍
馬
天
狗
」
「
羽
衣
」
、
夏
は

「
鵜
飼
」
、
秋
は

「
紅
葉
狩
り
Ｌ
小
督
」
、

冬
は

「
鉢
木
」
等
そ
の
折
々
に
応
じ
て

小
謡
を
す
る
こ
と
も
楽
し
い
。

或
と
き
は
独
吟
で
、
ま
た
或
と
き
は

観
能
で
暫
し
幽
玄
の
境
地
に
遊
泳
す
る

こ
と
は
心
の
安
ら
ぎ
に
な
り
ま
す
。

謡
曲
は
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
ほ
か
、
居
な
が
ら

に
し
て
歴
史
を
知
る
、
花
鳥
風
月
と
遊

ぶ
、
詩
歌
を
知
る
、
名
所
旧
蹟
を
訪
れ

る
。
ま
た
大
音
声
を
発
し
、
姿
勢
を
正

す
こ
と
に
よ
り
健
康
を
増
進
す
る
。
発

声
は
腹
式
呼
吸
で
あ
る
と
共
に
、
頭
脳

を
明
晰
に
す
る
と
仏
典
に
説
か
れ
て
い

ま
す
。
私
は
桧
舞
台
で

一
時
間
位
は
正

座
を
し
て
も
足
が
痺
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
小
型
の
折
畳
み

式
座
椅
子
で
予
防
で
き
ま
す
か
ら
、
座

居
が
苦
手
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
は
ゲ

ー
ム
で
す
か
ら
、
勝
敗
が
分
か
れ
、
カ

ラ
オ
ケ
に
も
優
劣
が

つ
け
ら
れ
ま
す

が
、
謡
曲
で
は
互
い
に
相
手
を
賞
讃
し

合
い
、
自
分
が

一
番
上
手
だ
と
思

っ
て

い
ら
れ
る
の
で
天
下
泰
平
で
す
。

約
十
五
年
前
に
、
イ
ー
デ
ス
さ
ん
と

い
う
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
能
の
研
究
を

し
て
い
た
の
で
、
デ
ー
タ
の
提
供
と
解

説
を
し
、
謡
曲

「
吉
野
夫
人
」
の
お
稽

古
を
し
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
彼
女
の
よ
う
に
能
に
理
解
の
あ
る

人
は
稀
で
、　
一
般
外
人
の
な
か
に
は
、

あ
ま
り
の
退
屈
さ
に

『
鞭
で
叩
か
れ
た

方
が
良
い
』
と
い
う
人
も
い
る
そ
う
で

日
本
人
の
謡
人
口
は
百
万
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

能
が
現
在
の
よ
う
な
形
と
し
て
成
立

し
た
の
は

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世

紀
に
か
け
て
の
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代

の
間
の
こ
と
で
す
。
先
行
芸
能
と
し
て
、

田
楽
、
猿
楽
が
あ
り
、
足
利
義
満
の
時

代
、
観
阿
弥
、
世
阿
弥
親
子
の
出
現
に

よ

っ
て
、
大
和
猿
楽
は
著
し
い
発
展
を

と
げ
ま
し
た
。
こ
の
能
を
構
成
す
る
の

が
、
立
方

・
地
謡

・
囃
子
の
二
部
で
あ

り
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
能
は
シ
テ

を
中
心
と
す
る
所
作
と
、
囃
子

・
地
謡

に
よ
る
音
楽

・
コ
ー
ラ
ス
と
か
ら
な
り

た
つ
。
す
な
わ
ち
能
は
謡
曲
の
演
奏
に

の
っ
て
演
ぜ
ら
れ
る

一
種
の
歌
舞
伎
で

ワ
キ

「
何
処
に
宿
を
狩
衣
」

シ
テ
ツ
レ

「
今
日
ば
か
り
留
り
給

へ
や
」

ワ
キ

「
名
残
り
は
宿
に
留
れ
ど
も
。
暇

申
し
て
」

シ
テ
ツ
レ

「
御
出
か
」
　

　

一

ワ
キ

「
さ
ら
ば
よ
常
世
」

シ
テ
ツ
レ

「
ま
た
お
入
り
」

地
謡

「
自
然
鎌
倉
に
御
上
り
あ
ら
ば
お

訪
ね
あ
れ
。
（中
略
）共
に
名
残
や
惜
し

む
ら
ん
」

こ
れ
を
、
卒
業
生
が
ワ
キ
時
頼
で
、

在
校
生
が
シ
テ
常
世
で
謡
う
の
で
す
が

相
当
感
じ
が
出
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
位
の
練
習
で
は
独
り

で
謡
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
卒

業
後
は
、
就
職
、
大
学
、
軍
人
歴
五
年
、

再
就
職
等
々
こ
の
間
十
六
年
あ
ま
り
に

も
社
会
的
、
現
実
的
な
事
実
の
な
か
に

埋
没
し
て
し
ま
い
謡
曲
の
こ
と
は
す

っ

か
り
忘
却
し
て
い
ま
し
た
。

再
就
職
し
た
業
界
は
謡
曲
が
盛
な
と

こ
ろ
で
、
私
も
誘
わ
れ
る
ま
ゝ
観
世
宗

家
の
直
門
の
師
匠
の
許
に
入
門
し
、
謡

曲
と
仕
舞
を
始
め
て
か
ら
四
〇
年
、
わ

れ
な
が
ら

一
向
に
上
達
し
な
い
も
の
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。

」
）

し
）
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あ
り
ま
す
。

能
の
動
き
は
、
洗
練
さ
れ
た
簡
素
端

的
な
動
作
の
な
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
意
味

を
表
現
す
る
極
限
ま
で
に
む
ら
を
切
り

捨
て
た
簡
素
か

つ
象
徴
的
な
芸
で
、
さ

ら
に
謡
と

一
体
と
な

っ
て
幽
玄
の
世
界

を
出
現
し
、
観
衆
は
そ
の
中
に
無
限
の

世
界
を
感
得
す
る
わ
け
で
、
同
じ
室
町

時
代
に
発
達
し
た
茶
道
と
同
じ
く
、
禅

の
影
響
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

能
の
創
始
者
、
観
阿
弥

，
世
阿
弥
の

時
代
背
景
と
思
想
哲
学
を
更
に
深
く
探

求
し
た
い
と
き
に
は
、
そ
の
著
書

「
風

姿
花
伝
」
コ
化
鏡
」
を
絡
く
べ
き
で
す
。

そ
の
著
書
中
に
は
屡
々

・
各
所
に
仏
典

に
出
現
す
る
仏

・
菩
薩
が
登
場
し
、
文

の
字
句
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
節
に

「
花
と
て
別
に
は
な
き
も

の
な
り
。
奥
義
を
極
め
て
菖
に
珍
し
き

理
を
我
と
知
る
な
ら
で
は
、
花
は
あ
る

べ
か
ら
ず
」
彼
は
花
の
な
か
に
、
生
命

力
の
発
揚
を
見
出
し
て
い
る
。

草
や
木
や
花
等
の
非
情
の
物
質
と
蠅

も
、
春
来
り
て
風
雨
の
緑
に
会

っ
て
無

心
の
草
木
も
皆
萌
え
出
で
、
花
咲
き
栄

え
て
秋
の
時
に
至
り
て
月
光
の
緑
に
会

っ
て
実
皆
悉
く
成
熟
し
て

一
切
の
有
情

を
養
育
す
云
々
と
仏
典
に
は
あ
り
、
草

木
有
情

・
草
木
成
仏
を
証
明
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
の

が
、
能
に
よ
く
登
場
す
る
花
の
生
霊
で

あ
り
こ
れ
は
明
ら
か
に
仏
教
の
影
響
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
三
商
で
謡
由
に
触
れ
た

縁
で
四
十
年
も
続
け
る
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
謡
に
限
ら
ず
、
年
配

者
は
何
か
趣
味
を
も

つ
こ
と
は
優
れ
た

健
康
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

謡
曲

『
羽
衣
』
に
寄
せ
て

い
つ
わ
り
は

人
の
世
に
あ
り
　
壼瞑
た

つ

三
保
の
松
原

天
女
や
さ
し
も

妹深く関竹∵皇燿のほとり
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母
校

の
思

い
出

先
日
突
然
に
投
稿
の
ご
依
頼
が
あ

っ

た
の
で
、
こ
れ
と
い
う
原
稿
が
思
い
浮

か
ば
な
い
の
で
母
校
在
学
当
時
の
思
い

出
を
乱
文
な
が
ら
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ン

ま
す
。

三
商
会
計
人
会
発
足
以
来
、
創
立
総

会
を
は
じ
め
た
び
た
び
の
招
集
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
都
合
が
つ
か
ず
出
席
が
で

き
な
く
て
申
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
じ
め
て
平
成
六
年

一
月
二
十

八
日
に
開
催
さ
れ
た
新
年
賀
詞
交
換
会

に
出
席
し
て
、
先
輩

・
後
輩
の
方
々
と

学
校
の
こ
と
、
職
業
上
の
こ
と
等
、
い

ろ
い
ろ
と
歓
談
が
で
き
て
良
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
出
来
る

だ
け
都
合
を

つ
け
て
出
席
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

現
在
は
京
都
府
城
陽
市

（京
都
と
奈

良
の
ど
ち
ら

へ
も
二
〇
』
の
中
間
点
）

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
墨

田
区
緑
町
二
丁
目

（現
緑
二
丁
目
）
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
が
卒
業
し
た
の

は
昭
和
二

一
年
二
月
で
し
た
。
こ
の
年

は
学
校
が
戦
時
中
の
四
年
制
短
縮
か
ら

本
来
の
五
年
制
に
戻

っ
た
年
だ

っ
た
の 奥

　
村

（
小

山

）
雅
　
夫

（
昭
和
二
十
二
年
卒
）

で
卒
業
の
年
を
選
択
出
来
ま
し
た
。
私

は
四
年
制
の
方
を
選
び
ま
し
た
が
、
卒

業
後
学
校
の
推
薦
で
野
村
生
命

（現
東

京
生
命
）
本
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
昭

和
二
十

一
年
六
月
に
家
庭
の
事
情
も
あ

っ
て
両
親
の
郷
里
で
あ
る
滋
賀
県

（草

津
市
）
に
移
住
し
ま
し
た
。

そ
の
後
幾
度
か
転
職
が
あ
り
ま
し
た
が

昭
和
二
十
三
年
十
月
に
京
都
の
税
理
士

事
務
所
に
就
職
し
、
昭
和
四
十
五
年
税

理
士
の
登
録
を
し
開
業
、
昭
和
四
十
七

年
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

在
学
当
時
の
思
い
出
と
し
て
は
、
昭

和
二
十
年
二
月
に
緑
町
で
、
同
年
六
月

に
神
田
須
田
町
で
戦
災
に
遭
い
、
そ
の

後
学
校
の
三
階

（
当
時
の
職
員
室
の
上

の
教
室
）
に
清
明
寮
と
名
付
け
て
約

一

〇
人
程
度
が
清
田
先
生

（
簿
記

・
本
会

の
元
顧
間
で
平
成
五
年
死
去
）
の
管
理

の
も
と
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
前
述
の

滋
賀
県
に
移
住
す
る
ま
で
の
約

一
年

間
、
発
育
ざ
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
僅

か
な
食
料
を
や
り
く
り
し
て
過
ご
し
て

来
ま
し
た
。
当
時
は
授
業
も

一
週
間
に

水
曜
日
の
午
前
中
だ
け
で
教
科
は
教
練

の
ほ
か
外
国
語

（中
国
語

・
マ
レ
ー
語

・
タ
ガ
ロ
グ
語
）
が
主
体
で
し
た
。

入
学

一
年
生
の
と
き
は
担
任
は
坪
井

先
生

（
英
語
）
で
、
そ
の
年
の
四
月
に

米
軍
に
よ
る
東
京
初
空
襲
が
あ
り
教
室

内
で
待
避
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。二

年
生
は
担
任
は
寺
山
先
生

（
国
語

・
平
成
五
年
死
去
）

こ
の
二
年
間
は
教
練
が
多
か

っ
た
が

な
ん
と
か
授
業
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
年
生
の
担
任
は
田
島
先
生
（体
操
）

で
六
月
頃
か
ら
浅
草
区
役
所

（
現
台
東

区
役
所
）
土
木
課

へ
勤
務
動
員
に
仕
事

は
防
空
壕

・
貯
水
槽
堀
り
と
、
疎
開
建

物
の
取
壊
し
で
し
た
。

４
年
生
は
前
述
の
と
お
り
で
、
担
任

は
上
条
先
生

（
英
語

・
当
時
は
？
）
で

し
た
が
、
こ
の
先
生
も
平
成
五
年
死
去

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
は
こ
の
よ
う
に
二
人
の
恩

師
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
の
学
校
生
活
は
満
足
に

勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
も
当
時
の
情
勢
と
し
て
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
江
戸
川

べ
り
の
学
校
農
園

・
館
山
の
臨
海
学
園

等

い
ろ
い
ろ
の
思
い
出
が
あ
り
ま
し

た
。
　

・

し
か
し
終
戦
の
昭
和
二
十
年
九
月
か

ら
卒
業
ま
で
の
七
カ
月
は
毎
日
夕
方
ま

で
詰
め
込
み
の
授
業
で
し
た
。
こ
れ
で

ブ

ラ
ン
ク
の
あ

っ
た
授
業
も
あ
る
程

度
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
思
い
出
と
し
て
は
、
自

宅
か
ら
学
校
ま
で
距
離
が
四
ｈ
以
内
の

者
は
徒
歩
通
学
を
強
制
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
の
場
合
は
四
ｈ
を
僅
か
の
差
で

超
え
て
い
た
の
で
電
車

（都
電
）
に
よ

り
通
学
で
き
ま
し
た
が
、
学
校
に

一
番

近
い
越
中
島
で
な
く
門
前
仲
町
ま
で
で

そ
こ
か
ら
歩
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
途
中
で
上
級
生
に
会
う
と
敬
礼
を

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
怠
る
と
殴
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
毎
朝
の
冷
水
摩
擦
も
三
商
の
名

物
行
事
で
し
た
。
夏
季
は
ま
だ
し
も
冬

季
は

つ
ら
い
思
い
で
し
た
。

第
十
五
期

（
昭
和
二
十

一
・
二
十
二

年
卒
業
）
の
同
窓
会
は
現
在
の
と
こ
ろ

五
年
ご
と
に
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
前

回
の
と
き
に
年
々
人
数
が
減
る
の
で
三

年
毎
に
と
い
う
話
し
が
出
て
き
ま
し

た
。同

期
に
は
、
先
日
当
会
で
講
演
が
あ

っ
た
明
大
学
長
の
岡
野
加
穂
留
君
が
い

ま
す
。
‥
彼
が
出
世
頭
で
し
ょ
う
。

卒
業
以
来
四
十
数
年
に
な
り
ま
す

が
、
お
互
い
に
健
康
に
留
意
し
て
い
ま

す
が
寄
る
年
の
波
に
は
逆
ら
わ
れ
な
い

も
の
の
、
当
会
の
諸
先
生
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
健
康
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
私
の
思
い
で
を
終
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
皆
様
方
と
再
会

で
き
る
日
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈言　一

16:00よ り
(東 西 線 九 段 下 1分 )

日  口寺

場 所

6月 25日
九 段 会 館

お 誘 い 含 わ せ の 上 、 多 数 ご 参 加 下 さ い 。

平 成 6年 5月

三 商 会 計
会 長 好 メ[|

人
栄事 務 局

東京都 台 東 区上 野 1丁 目 24番 4号 九 千第ニ ビル 2階 浅 野 修一 事務所 内
電話 03 (3835〉 2233番  (代表 )  FAX 03 (3832)7175番
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一
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Ψ

サtill鸞篭11:霊 l・

一

香りはテ″ シヾ¬
見えない、けれど伝わる。

感じる、より心深く。言葉を超えて。

タイレクトに心に

'2し

みヽ入ってくる。

豊かで、あふれるばかりのテL/2ヾ シーとなうて。一―

香り。その不思議を求めて、90年。

長 奮 Ⅲ 薔 料 株 式 会 社

〒103東京都中央区日本橋本町4414電話03(3241)i151(大 代表)

T HASEGAWA u S A,lNC(Calrornia)
T HASEGAWA CO(S E ASlA)PTE LTD(Singapore)


